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＜震災や原発事故を詠む①＞ぽ‘〃第日誌犬震舞,原発事滋．,掴の懲綴〃’

は
こ

ぶ
ね

「
春
の
夜
ノ
ア
の
方
舟
の
ご
と
避
難
バ
ス
」
（
高
野
美
子
さ
ん
）

○
震
災
や
原
発
事
故
を
詠
ん
だ
俳
句
を
、
今
号
は
①
と
し
て
原
町
区
の
八
牧
美
喜
子
先
生
主
宰
の
『
は
ら
ら
ご
』

か
ら
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
号
で
は
②
と
し
て
石
川
文
子
先
生
主
宰
の
『
冬
薔
薇
』
の
作
品

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
○
い
ず
れ
の
作
品
も
、
思
い
の
深
い
秀
作
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

穴
牧
美
喜
子
先
生
主
宰
『
は
ら
ら
ご
』
よ
里
０
’

震
災
後
と
び
と
び
書
き
の
古
日
記

八
牧
美
喜
子

震
災
の
こ
と
に
は
ふ
れ
ず
賀
状
書
く

枢
な
き
津
波
の
葬
儀
春
寒
し

山
凍
る
一
灯
も
な
き
避
難
道

佐
藤
喜
代
子

瓦
礫
浮
く
漁
港
に
透
け
て
海
月
群
る

高
橋
正
彦

避
難
地
を
終
の
地
と
決
め
盆
供
買
ふ

宝
玉
ト
シ
子

あ
の
山
の
陰
に
ふ
る
里
流
れ
星

紺
野
英
子

蕎
麦
種
の
支
援
の
と
ど
く
賢
治
の
忌

高
橋
喜
代

今
年
山
の
落
葉
使
わ
ず
堆
肥
積
む

佐
藤
定
一

三
月
十
一
日
の
日
捲
り
暦
そ
の
ま
ま
に

大
川
栄
子

こ
の
土
地
も
汚
染
疑
う
年
の
果
て

吉
永

広

喜
雨
の
虹
ふ
る
さ
と
の
山
つ
な
ぎ
け
り

官
林
千
枝
子

春
寒
や
「
逃
げ
ろ
」
と
テ
レ
ビ
叫
び
を
り
那
須
優
則

春
の
田
の
瓦
礫
を
除
く
自
衛
隊

沼
田
希
代

春
の
夜
ノ
ア
の
方
舟
の
ご
と
避
難
バ
ス

高
野
美
子

一
時
帰
宅
冬
蜘
蛛
の
巣
を
そ
の
ま
ま
に

大
川
末
子

朝
顔
や
仮
設
棟
み
な
繋
が
れ
り

松
野
あ
や
子

木
枯
に
区
間
短
か
き
列
車
着
く

小
沼
静
子

原
発
の
反
対
署
名
寒
に
入
る

藤
田
利
子

柚
子
風
呂
に
余
す
日
数
を
指
折
り
て

長
谷
川
則
子

柚
子
の
香
や
母
の
手
帳
に
料
理
メ
モ

木
下
洋
子

柚
子
た
わ
わ
汚
染
地
域
は
そ
の
ま
ま
に

草
野
和
子

｜虎落（もがり）笛忘れたきこと思ひ出すⅧ叩紳蓉一
津
波
跡
に
残
り
し
蔵
や
秋
の
風

罹
災
墓
に
夏
海
の
紺
し
ま
り
け
り

石
橋
林
石

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
て
ふ
人
今
日
も
暖
か
し

山
崎
秀
夫

津
波
禍
の
骨
壷
並
ぶ
花
の
寺

金
丸
孝
子

校
庭
に
放
射
線
量
機
桜
咲
く

松
下
セ
ツ
子

避
難
よ
り
戻
り
し
と
も
へ
懲
餅

大
槻
英
子

鎮
魂
の
黙
祷
三
月
震
災
日

大
滝
甲
子
郎

淡
雪
や
津
波
禍
仮
の
遷
宮
祭

持
舘
美
津
恵

御
仕
法
堀
被
災
に
濁
り
椿
落
つ

大
杉
恵
子

帰
村
へ
の
会
議
の
帰
路
の
朧
か
な

高
宮
義
治

擬
は
れ
し
も
の
は
返
ら
ず
夏
怒
涛

木
幡
テ
イ

東
京
ま
た
帰
宅
難
民
台
風
来

宮
本
憲
子

寒
鴉
地
震
の
港
に
い
て
鳴
か
ず

加
勢
辰
龍

原
発
禍
我
が
人
生
の
秋
思
か
な

香
取
千
昭

息
災
な
り
や
野
馬
追
の
士
も
馬
も

瀬
下
嘉
夫

浜
供
養
唱
え
る
僧
に
春
の
雨

山
崎
勝
男

避
難
車
の
数
珠
つ
な
ぎ
な
る
春
の
闇

甲
田
雅
子

他
県
警
の
赤
色
灯
の
あ
た
た
か
し

原
発
禍
に
子
の
帰
省
な
し
餅
を
焼
く

（
甲
田
さ
ん
は
、
昨
年
度
、
福
島
県
文
学
賞
・

俳
句
部
門

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
）

一



癖砺型も■、、住■ｑ、ｂ可、Ｌ■、肖心■刃、ｂ■マミＬ■可、Ｌ■可、Ｌ■可、■ｑ配８８吋、ｈ可、Ｌ■旬、Ｌ■可、Ｌ■、、Ｌ■、、Ｌ■可、Ｌ■、、ｂ■く心■ｑ、Ｌ■可、▲■可、ｂｇ可、心■可、Ｌ■可、ｂ■、、“■可、Ｌ■可も

陸序ﾐﾐﾒ仙仰似|＜会へのお便LI >|
福島県九条の会代表吉原泰助様(福島市)より
「会報を送っていただき、ありがとうございます。何時
も 原町や南相馬地区の九条運動には敬服しており

ますが、この度の5月3日の新聞折り込みには感服し
ました。東北の交流会でも言及し報告します｡」

『鈴木安藤旧宅復興基金』の設立を玲木安藤旧宅復興基金』の設立をj
子ど毛燃｡ｺ1縦f畷丘修三様(相模原市)より
昨年11月、山崎さんに南相馬を案内して頂いた
、見学した小高区の鈴木安蔵先生の旧宅は地震で
が倒れ、レポートの写真を見る度に、何とかした
ものだと思います。如何でしょう、『鈴木安蔵旧
復興基金』を呼びかけてみたら。問題が山積みし
いて､それどろではないという雰囲気でしょうか。
すれば、時期をみて市と協力して復興できたらい
なと思っています。協力を惜しみません｡」

ｒ
時
塀
い
宅
て
と
い

塀が倒れ、

蕊
U M守溢

とすれば、
いなと思看

滝

『けいかいくいき ぶだきるさんがいく』
文マオアキラ 絵さかもとひろかず

創風社出版 ￥1143＋税
原発事故で警戒区域に置き去りにされた動物たち
を救おうと、ぶたまるさんは立ち上がります ．．

南相馬市小高区､はやし薬局裏手の鈴木安蔵(現憲法の
原案起草の憲法学者)の生家｡地露で塀が崩れたままに
なっていて､大変心痛む光景です｡（2013年6月2日撮影）↑ f刀

一

－|堂事務局よ&I>|
◆会報N0.21 2の1面｢若松丈太郎さんの核発電

･核災』の文章部分が、印刷機の関係で数行がかす

れて印刷されたものもあり、お詫び申し上げます。

鮮明なものを郵送しますので、ご連絡ください。

◆5月3日の憲法記念日、南相馬市の新聞朝刊に

く別紙＞の『竃法改訂反対のチラシ』を折り込みま

した。2008年5月3日に次いで2度目です。

◆本会会計がちょっと逼迫してきました。年会費

千円を、今年10月頃までに事務局会計か事務局員

にご納入ください｡また郵便為替払込の場合は

口座記号02260-1、口座番号は8991 1、

加入者名『はらまち九条の会』です。
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▲横浜の皆さんは､浪江町や南相馬市の被災地を見
学し､復興が進んでいないことに驚いていました。
6月2日、横浜市旭区若葉台九条の会の18名が被災

状況視察のため南相馬市を訪問されました。錦町の九条
の会看板の前で事務局員と交流く写真＞・浪江町請戸
で事故の第一原発を遠望し海岸線を北上。小高区では鈴

木安蔵生家を見学。松川浦「かんのや」に嵩白。翌日は
二本松市の仮設住宅を訪ね、被災者と懇談しました。1－ －
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